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交
流
人
口
の
一
層
の
拡
大
を

目
指
し
て

　
仙
台
は
じ
ま
り
の
地
と
も
言
え
る
青

葉
山
エ
リ
ア
に
は
、
豊
か
な
自
然
と
と

も
に
、
歴
史
、
文
化
、
観
光
、
学
術
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
集
積
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
を
「
国

際
学
術
文
化
交
流
拠
点
」
と
位
置
付
け
、

音
楽
ホ
ー
ル
・
中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア

ル
拠
点
複
合
施
設
の
整
備
や
、
仙
台
城

大
手
門
復
元
に
向
け
た
基
礎
調
査
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
、
お
お
む
ね
10
年
後
を
見

据
え
た
「
仙
台
・
青
葉
山
エ
リ
ア
文
化

観
光
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
市
が

持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
重
要
な
青

葉
山
エ
リ
ア
の
価
値
や
魅
力
を
向
上
さ

せ
、
交
流
人
口
の
一
層
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
杜
の
都
の

『
歴
史
』
と
『
今
』
と
『
未
来
』
を
つ
な

ぐ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
青
葉
山
エ
リ

ア
の
多
様
な
特
性
や
価
値
を
踏
ま
え
、

４
つ
の
目
指
す
将
来
像
と
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
を
設
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
リ
ア
内
施
設
と

中
心
部
商
店
街
と
の
連
携
な
ど
、
エ
リ

ア
内
だ
け
で
な
く
、
都
心
と
の
回
遊
性

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性

も
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、

事
業
者
や
大
学
な
ど
、
エ
リ
ア
に
関
わ

る
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
情

報
発
信
の
充
実
や
、
回
遊
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。　

仙
台
・
青
葉
山
エ
リ
ア
文
化
観

光
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
は
市
役
所
本
庁

舎
１
階
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

特別な空間と時間を青葉山エリアで特別な空間と時間を青葉山エリアで
仙台・青葉山エリア文化観光交流ビジョンを仙台・青葉山エリア文化観光交流ビジョンを

策定しました策定しました

②自然を生かし、杜や水と暮らす都
市文化を未来に引き継ぐ

③歴史や文化・芸術を伝え、創造性
を育てる

④学都の知と先端技術で未来社会を
牽
けん

引
いん

する

>>旅行者向けガイドなど、エリアの資
源を生かした観光コンテンツの充
実、磨き上げ等

>>ウオーキングコースの充実など、憩
い、自然に親しめる環境の整備等

>>歴史や文化・芸術の資源を生かした、
より深い学びや新たな楽しみの提供等

>>M
マ イ ス

ICE（学会・国際会議等）受け入れ
体制の強化等

広瀬川河川敷（西公園側）

青葉山エリアの将来（イメージ図）

この特集に関するお問い合わせは、交流企画課☎214･1261、FAX211･1917

①市民や来訪者を惹
ひ

きつけ、仙台の
観光交流をリードする

カヌー体験をする人や、河川敷で過ごす人な
どでにぎわう空間

青葉山エリアが目指す４つの将来像青葉山エリアが目指す４つの将来像
>>>>取り組みの方向性の例

音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点
複合施設

ミニコンサートの開催や、カフェで談笑する
人々

高低差があるエリア内を、新たな乗り物が行
き交う

仙台国際センター周辺


